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１．キーワードの探し方 
２．特許分類とは 
３．電子図書館（ＩＰＤＬ）の使い方 
（１）特許分類の探し方 
（２）公報テキスト検索の使い方 
（３）法的状態の確認方法 
４．先行技術調査の実例と注意点 
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発明提案書に基づく出願前調査や、侵
害予防調査では、上位語を意識した検
索を行う。 

無効資料調査や審査請求前調査など、
クレームが用意されているものについて
は、下位語を意識して検索する。 

 （英文検索では、複数形や過去分詞な
ど形変化に注意する。） 
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同義語・類義語を探す方法 
（１）国語辞典を用いる 
（２）J-Globalシソーラス用語を用いる 
（３）PATOLISサーチガイドを用いる 
（４）和英⇒英和から探す 
（５）Fターム検索を先行させる 
（６）IPC/FI検索で期間を数年に区切る 
（７）Wikipediaやインターネットで調べる 
（８）発明者やお客さんへ聞く 
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（３）PATOLISサーチガイドで 
フリーキーワードを入力すると、
同義語が逆引きできる。 
PATOLISユーザ以外も利用可 
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（４）アルクの 
英次郎を使い、 
同義語を探し、 
英和⇒和英と
引く 



Fターム（4B023LE23）検索を先行すると、

「餅」の同義語・類義語として、以下のよう
な言葉が見つかる。 
 

同義語： もち、モチ 
上位語： 米製品、米穀製品、・・・ 
類義語： 団子、だんご、・・・ 
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国内特許公報に付与される特許分類は、 
 (1)IPC分類 
 (2)FI記号 
 (3)Fターム 
 がある。他に、ファセットもある。 
海外では、 
 (4)EPOとUSPTOのCPC等がある。 
 CPCは約25万項目。 
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IPC／FI／ 
テーマコード／ 
Fタームの例 
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参考資料２．より 



 (1)IPC分類 
 世界各国が共通利用できる国際的に統一さ
れた特許分類（建前）。100ヵ国以上が利用。 

 生物学の分類に似ているが、特許分類は重
複付与もある。 

 動物界、植物界 

  ・脊椎動物門 

   ・・哺乳類、両生類 

    ・・・霊長目、食肉目 

     ・・・・ヒト科、猫科 
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 階層は通常、“・”（ドット）で表現する。 
 現在第8版が運用されている。 
 約7万項目に分類。 
 「請求の範囲」の発明の主題に付与される。 
 セクション/クラス/サブクラス/メイングループ
/サブグループ に階層化。 

 IPCファセットは第8版で廃止。 
 IPCに関するストラスブール協定は、パリ条約
の特別取極。 
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参考資料１.より 



(2)FI記号 
 日本の技術に合わせて、IPC分類を細分化。 
 現在約19万項目に分類。 
 IPCに展開記号と（または）分冊識別記号を
付加。 

 IPCと同じく、「請求の範囲」の発明の主題に
付与される。 

 IPDLの「特許分類検索」では、最新のFI記号
を使って、古いFIが付与された公報も検索可。 
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＜展開記号の例＞ 
G06F17/60,100 ・・業務システム(業務設計、計画、管理に関
するものを含む) 
G06F17/60,102 ・・・第一次産業のための業務システム(農
業、林業、漁業、鉱業等) 
 

＜分冊識別記号の例＞ 
H04M1/02 ・電話機の構造的態様 
H04M1/02 A 表示・ボタン 
H04M1/02 B 特殊な電話機〔構造・用途が特殊なものを含む〕 
 

※分冊識別記号Z（その他）が用意されておらず、かつ該当する
FIもない場合には、上位概念のFI（例えばG06F17/00等）が
付与される。 
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(3)Fターム 
 FIを所定技術分野毎に種々の技術観点から細
区分したもの。約34万項目に分類。 

 多観点での解析、付与が可能。 
 特許公報中に記載されている技術的事項を把
握した上で、種々の技術観点（目的、用途、構
造、材料、製法、処理操作方法、制御手段等）
を付したＦタームリストに照らして付与。 

 テーマコード（Fターム最初の５桁）はFIに対応
する。 
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テーマコード テーマコード「5K023」に対応するFI 

ターム 



 IPDLの「特許分類検索」では、最新のFタームを
使って、古いFタームが付与された公報も検索可。 

 Fタームは主として複数組み合わせて用いることを
想定している。Fタームの論理積によって絞り込んで
良い。 
⇒テーマコードが同じFタームどうしは、原則かけて
良い。 

 関連する先行技術文献をスクリーニングできる程度
の件数（技術分野に応じて数十件～数百件程度）を
目安に絞り込むことを目指している。 

 審査官が拒絶理由通知をするために用意されてお
り、網羅性はやや劣る。 
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部分F（Fs）の例。この場合、四角の中でAND演算する。 



(1)特許庁または登録調査機関が、特許請求の範囲を読み、
「発明の主題」についてFI記号を付与する。FIの付与は１つに
限られない。 
なお、補正により請求の範囲の「発明の主題」が変われば、公
開公報と特許掲載公報（登録公報）のFI等が異なる場合もある。 
 

(2)付与したFIに対応するテーマコードを選んだあと、タームを
付与する。Fタームは請求の範囲の「発明の主題」だけでなく、
実施例、従来技術、課題、効果等に付与されることもある。 
Fタームの付与方針は、IPDLパテントマップガイダンスのFター
ム解説に記載されている。 
Fターム解説は、パテントマップガイダンスのFタームリストで、
「３○○○○」といったテーマコードをクリックすると見られる 
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なお、テーマコードは担当審査官の部屋番号で、原則として 
２○○○○が審査第１部、３○○○○が審査第２部、 
４○○○○が審査第３部、５○○○○が審査第４部に対応。 
 

(3)対照表（コンコーダンス）に基づいて、付与したFIを機械
的にIPCへ変換する。 
粗いIPCを細分化されたFIへ機械的に変換することはできな
いが、細かいFIを粗いIPCへ機械的に変換することは可能
なため。 
ただし、対照表の作成ミスがあると、あるIPCについては１
件も付与されないケースもある。 
※出願人または代理人が願書にIPCを記載するが、このIPC
がそのまま公開公報等に載る訳ではない。 
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米国のIPCは
G06F3/01 



バウンススクロール特許のファミリーIPC 
 米国     G06F3/01 
 日本     G06F3/041 

        G06F3/048 
 欧州     G06F3/048 
 韓国     G06F3/03 

        G06F3/041 
        G06F3/048  

 中国     G06F3/048  
        H04M1/725 
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○ × 
IPC ・（建前では）世界共通の分類 

・細分化されておらず、願書に記
載していることで、憶えやすい 
・サブクラスまでを用いた、分野
を絞った検索には便利 

・実際には国・機関ごとに付与さ
れるIPCが異なる 
・分類が粗く、日米欧中韓の検索
には不十分 
・発明の主題以外は付与対象外 
・版の違いを考慮する必要がある 

FI ・日本の技術に合わせて細分化 
・最新の分類で旧分類が付与さ
れた公報も検索可 

・発明の主題以外は付与対象外 
・キーワードを併用しないと絞り込
めないことも多い 

Fターム ・種々の技術観点で細分化 
・明細書の実施例や従来技術に
付与されている場合もある 
・最新の分類で旧分類が付与さ
れた公報も検索可 

・付与漏れ、付与誤りも少なくない 
・部分Fなど、組み合わせにルー
ルがある 
・数が多く、適切な分類を選択す
ることが難しい 
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（１）特許分類の探し方 
①パテントマップガイダンス等へ関連する 
   キーワードを入力する 
②簡単な予備検索を行い、近い公報を 
   複数見つけ、記載された特許分類を 
   採用する 
（その他）データベースのランキング機能
を用いる 
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※例えば、分類表が

「モチ」という言葉を
使っていれば、この
やり方では関係する
分類が見つからない。 
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IPDL 
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パテントマップガイダンス記載 
の言葉と異なっていても、 
関係する分類を見つけられる 



角田特許事務所 39 



角田特許事務所 40 

（その他）商用DBランキング機能を用いて、特許分類を選択 
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 初心者向け検索は、社内の発明者に、特許調査を始
めてもらうため、使ってみてもらうには良い。 

 出願人や発明者を基に検索する程度なら使えるが、
キーワード検索にはあまり向かない。 
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（１）公開特許公報 A 
（２）公表特許公報 A（またはT） 
（３）再公表特許 A1 
（４）特許掲載公報（登録特許公報） B2 
（５）出願公開前に発行された特許掲載公報 B1 
（６）公告特許公報 B 
（７）登録実用新案公報（新実案） U 
（８）公開実用新案公報（旧実案） U 
（９）公表実用新案公報（旧実案） U 
（１０）公告実用新案公報（旧実案） Y2/Y1 
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 公表公報とは、PCTの外国語特許出願が国

内移行され、その翻訳文が国内公表されたも
の（特184条の9）。 
条文上は長官が遅滞なく公表することになっ
ているが、実際には国際公開から約２年後に
発行（翻訳文提出から約１年後）。 

 再公表特許とは、国内移行された日本語特
許出願について、特許庁がサービスで公表
するもの。 
条文にはないが、公表公報と同じく、国際公
開から約２年後に再公表される。 
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公開公報は 
約20年分収録。 
先行技術調査 
には概ね十分。 
平成４年以前は
未収録。 



公報テキスト検索で、良く用いるのは、 
 「要約＋請求の範囲」 
 「要約」 
 「公報全文（書誌を除く）」 
 「IPC」 「FI」 
 「出願人／権利者」 
 「発明者」 
 

※「公報全文（書誌を除く）」は、実施例にのみに記載される

化学物質名など具体例や、通信規格などを検索する際に
用いる。 
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発明の主題に近いものを検索する場合
には、「要約＋請求の範囲」で良い 
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ある条件のものを除く演算。 
 
 
 
 
 
 

 先に行った結果を除くには良い。 
 不要なキーワードを除きたい時は使わない。 
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53 

液晶テレビに加えて、プラズマテレビや有機EL 
テレビが記載されたものも除かれる 

NOT演算の間違った使い方 
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出願情報から、最新
の特許分類がわかる 
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ある程度近い先行技術が見つ
かったら、審査官の引用文献
を見てみる方法もある。 
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年金（特許料）納付状況は、登録情報へ記録 
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みなし取り下げ出願 
 

実務上は未審査請求
包袋抽出表の作成後、
データベースへ記録さ
れる。 



角田特許事務所 62 



角田特許事務所 63 



（１）先行技術調査 
「プレーヤの頭部位置に、スピーカ並びにマイク
ロフォンを内設し、マイクロフォンからの入力音
を逆位相の音にしてスピーカから出力するゲー
ム機用の椅子。」 
 

騒音低減を目的 
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（１）予備検索を行って、分類を探す 
 

・要約＋請求の範囲=（椅子 OR いす） 
AND 要約＋請求の範囲=（スピーカ） 
AND 要約＋請求の範囲＝（ゲーム） 
公開特許：22件 
 

・要約＋請求の範囲=（ゲーム） 
AND 要約＋請求の範囲=（スピーカ） 
AND 要約＋請求の範囲＝（位相 OR 消音） 
公開特許：24件 
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（２）予備検索の結果、以下の公報が見つかる 
 

特開平７－１９４８３７ 「ゲーム機用の椅子」 
「着座者が待機位置にある座部３２に 
着座し、中心軸回りに座部３２を使用 
位置側へ回転すれば、着座者の膝が 
両隣りの遊技者や椅子３０に当たる 
ことがなく、両隣りの遊技者に迷惑を 
かけないで、ゲーム機２１に向かって 
着座することができる。」 
 
FI: A63F7/02,355A 
FT: 2C088の EA50 , FA01 
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予備検索で以下の公報も見つかる 
 

特開平５－２３４３９「ゲ－ム装置用の騒音軽減システム」 
「ゲ－ム装置を構成するサウンド手段とスピ－カとの間に設
けられる加算器と、この加算器に逆位相変換器を介在して
設けられるマイクと、を備えたことを特徴とする騒音軽減シ
ステムである。」 
 
FI: A63F9/14Z , A63F9/22E , A63F9/22J , 
  A63F9/00,513 , A63F13/00E , A63F13/00J 
 

FT: 2C001の BC09 , BC10 , BD07 , CA09 , CC08 他 
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先ほどの２件の公報に記載されたFI/Fタームの意
味を調べ、関係するものを選ぶ。 
 

FI記号 
①A63F7/02,355A パチンコの椅子，腕椅子等 
②A63F9/22E ／ A63F13/00E ／   
  A63F13/00,254 ゲーム音の制御（新旧分類） 
③A63F9/00,513 ゲームの管理 
 

※Fタームは適切な分類なし 
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（１）公報テキスト検索（公開特許公報等） 
 

①FI=A63F7/02,355A ⇒約150件 
 

②要約＋請求の範囲＝（スピーカ OR 音響発生 
OR 拡声） ⇒約42,000件 
 

① AND ② ⇒15件 
 

※テクニックとして、検索式の各ブロックごとに 
件数を出しながら行う方法がある。そのブロックの 
キーワード等が妥当であるかわかるため。 
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（１）公報テキスト検索（公開特許公報等）続き 
 

③FI=（A63F9/22E OR A63F13/00E OR 
A63F13/00,254） ⇒約1,300件 
※公報テキスト検索では新旧分類両方を入力 
 

④要約＋請求の範囲＝（椅子 OR いす OR イス 
OR チェア） ⇒約549,000件 
 

⑤公報全文（書誌を除く）＝（位相 OR 消音 OR 
ミュート OR 騒音） ⇒約687,000件 
※消音やミュートは「発明の効果」に記載のため、全文検索 
 

③ AND ④ AND ⑤ ⇒50件 
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（１）公報テキスト検索（公開特許公報等）続き 
 

⑥FI=A63F9/00,513  ⇒約470件 
 

⑦要約＋請求の範囲＝（椅子 OR いす OR イス 
OR チェア） ⇒約549,000件 
 

⑥ AND ⑦ ⇒60件 
 
予備検索を含め、４つの検索式について、171件
を目視する。 
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調査の結果、 
特開平５－３１２５４ 
が見つかる 



  理想    大振りすると外れる  検索式は複数作る 
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調査対象 



 一般に、適合率（関係するものが含まれる割合）と、再
現率（関係するものが網羅された割合）は反比例する。 

 すなわち、調査漏れを減らすと検索結果が増える。 
 
 

 
 

 
 
 
               適合率（ノイズの少なさ） 
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再
現
率 

（調
査
漏
れ
の
少
な
さ
）  



物の形状など構造系は、母集合を大きめに取り、
図面中心に見る。 

電気分野・化学分野では要約や明細書の課題・
効果でスクリーニングすると、上手く行くことも多
い。 

化学構造やソフトウェアなどは、スクリーニング
時にも明細書を読み込む必要があり、件数を絞
り気味にする。 

他社特許調査では、均等侵害の可能性も考慮し、
構成要件充足性の判断に迷うものは残す。 
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対象の製品（イ号） 
「特別な添加剤を使用せず、湯戻し時にウェーブ
の少ないストレート麺となる即席麺。」 

 

キーワードを書き出してみる。 
 即席 インスタント カップ 
 麺 メン めん 食品 うどん そば 
 直線 ストレート 真っ直ぐ まっすぐ 
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①要約＋請求項=（即席 OR インスタント OR カップ） 
⇒約100,000件 
 

②要約＋請求項=（麺 OR めん OR メン OR 食品 OR 
うどん OR そば ） 
⇒約504,000件 
 

③要約＋請求項=（直線 OR ストレート OR 真っ直ぐ  
OR まっすぐ） ⇒約297,000件 
 

① AND ② AND ③ ⇒340件 
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（１）特開２０１３－９４１４１「即席麺の製造方法」 
FI: A23L1/16B 
FT: 4B046の LA05 , LB07 , LC15 , LE05 , LE14 , LP17 ,  
LP30 , LP40 , LP41  
 

（２）特許第４８６０７７３号 「即席麺の製造方法」 
FI： A23L1/16B , A23L1/162 
FT: 4B046の LA01 , LB03 , LB06 , LC15 , LE05 , LP30  
 

（３）特許第４７７２１６０号 「即席乾燥麺およびその製造方法」 
FI: A23L1/162 , A23L1/16A 
FT: 4B046の LB08 , LC10 , LC12 , LE05 , LG11 ,LG29 , 
LP34 
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（１）FI記号 
A23L1/16  ・・パスタ型のもの,例.マカロニ,ヌ－ドル 
 A23L1/16A 方法〔添加剤,添加物質〕 
  A23L1/16B ・麺帯,麺線の製造,処理,特定形状の 
  麺,麺の乾燥 
 

（２）Fターム 
4B046 LB06 即席麺 

4B046 LC11 即席化 

4B046 LE05 麺線 
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①要約＋請求項=（即席 OR インスタント OR カップ） 
⇒約100,000件 
②要約＋請求項=（麺 OR めん OR メン OR 食品 OR う
どん OR そば ） 
⇒約504,000件 
③全文（書誌を除く）=（直線 OR ストレート OR 真っ直ぐ  
OR まっすぐ） ⇒約440,000件 
 

④FI=A23L1/16? ⇒約1,600件 （?は前方一致検索） 
⑤FI=A23L1/16A ⇒約530件 
⑥FI=A23L1/16B ⇒約270件 
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 パスタ状×即席×直線 
 ④ AND ① AND ③ ⇒17件 
 パスタ状の処理法×直線 
 ⑤ AND ③ ⇒19件 
 麺線の製造×直線 
 ⑥ AND ③ ⇒32件 
 麺線の製造×即席 
 ⑥ AND ①  ⇒40件 
 公報テキスト検索で、登録特許公報が延べ108件
ヒット 
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※登録公報のみの
指定は出来ない 



Fターム検索では 
ノイズの少ない 
結果が得られる。 
 
※特許分類検索で
は、最新のFI/ 
Fタームを用いれば、 
古いFI/Fタームが 
付与された公報も 
ヒットする。 
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公報テキスト検索108
件と、特許分類検索73
件をスクリーニング。 
特許第4381470号が

見つかり、ステータスを
確認する。 
 

特許第4381470号の

請求項と、イ号を対比
する。 
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特許第4381470号 請求項１ イ号 

複数の麺線が重なり合って略扁平な束になった即席麺用生麺であって、 ○ 
前記生麺は、麺生地から切り出され、コンベア上で、当該コンベアの搬
送方向に向けて配列されて製造されるものであり、 △ 

前記生麺を構成する各麺線は、前記コンベア上で屈曲しつつ繰り返し輪
を描き、 △ 

前記輪は、前記コンベアの搬送方向と逆方向に順次ずれながら配置さ
れ、 － 

前記各麺線の描く軌道は、隣り合う麺線の描く軌道と同調せず、 － 
前記各麺線は、前記各麺線中の輪の位置が隣り合う麺線の輪の位置と
ずれた状態で、相互に交差して重なり合っており、 － 

その重なり合った状態のまま蒸煮され、延伸され、切断され、乾燥される
と、湯戻し時に麺線が略直線状となることを特徴とする、 ○ 

前記束になった即席麺用生麺。 ○ 

不真正プロダクト・バイ・プロセスクレーム？ 
製法限定説を採れば、技術的範囲に属さずか。 
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特許第4381470号の 
パテントファミリーを調べる 
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各国の 
パテント
ファミリー 
が表示 



 USなど英語公報を調査 
⇒ソフトウェア、通信、バイオなど 

 EP公報を調査（独仏語は機械翻訳DB等活用） 
⇒自動車、医薬 

 国内外の学術文献を調査 
⇒半導体、素材、ナノテク、バイオ、通信 

 技術雑誌を探す 
⇒ビジネスモデル、ソフトウェア、携帯電話 
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１．特許庁 平成24年度知的財産権制度説明
会（初心者向け）テキスト 
２．特許庁 平成24年度知的財産権制度説明
会（実務者向け）テキスト 
３．特許電子図書館IPDL 
http://www.ipdl.inpit.go.jp/homepg.ipdl 
４．EPO検索サイト Espacenet 
http://worldwide.espacenet.com/?locale=en_EP 
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ご清聴ありがとうございました。 
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